
区分 公・単

形状 におい

NO NO

業種分類

業種分類

　当該工事箇所の土砂等は、上記の土砂等の安全基準の判定区分　　　　により

安全基準に適合することを証する。

所属名

所属長名

（注）本調査票は所属長までの決裁を必要とする。

様 式  -  １

汚 染 要 因 に 関 す る 調 査 票

適　 用　 範　 囲
 ①  5,000立方メートル未満の建設発生土を搬出する事業
 ②  土砂等を搬入し表土の事前調査を要する事業

調   査   区   分 　　□　　　①　　　　　　□　　　② 　　※当該□欄に∠を記入

連絡先

事   業   年   度 事業名

工　　　事　　　名

工   事   箇   所

色

工 期  （ 予 定 ）    令和　　　年　　　月　　～　　令和　　　年　　　月

    調  査  年 月 日　　
令和　　　年　　　月　　　日

から
令和　　　年　　　月　　　日

調査員

職氏名

職氏名

使用薬液

安 全 基 準 の 確
認 方 法 　　土砂等の安全基準の適否の確認は、次の方法で行う。

　　　 ①汚染要因確認調査を実施する。
　　　 ②調査の結果、下表に掲げる土地等に該当することが判明した場合は、
　　　　　必要に応じて地質分析を実施する。

汚　染　要　因　の　確　認　調　書

土壌の性状

⑧

次 に 掲 げ る 環 境 を 有 す る 土 地 は 、 地 質 調 査 が 必 要 で あ る 。

土　　　地　　　環　　　境 土　　　地　　　環　　　境

① 　□　　工場・事業場用地又は工場・事業
　　　場として使用された土地及び跡地

⑤ 　□　　薬品により土壌改良等の処理をした
　　　 地域

　土地環境に該当する項目の□欄に∠印を記
入及び業種分類欄には資料－１から選択記入

　※　　市町村保管の土地課税台帳など
　　　を参考として調査する。

⑥ 　□　　地表部に工場、廃棄物処理場等を
　　　 有するトンネル部等

② 　□　　上流に工場・事業場排水を有する
　　　河川等及び湖沼

⑦ 　□　　自然的原因で安全基準を超えている
　　　可能性がある地域・地層

　●　［建設発生土管理基準第２章第３項の汚染要因より］
　　　　本表に掲げる土地等に該当しないものは、土地等の安全基準に適合しているものとして
　　　事前に承認を受けたものとして取り扱う。

土砂等の安全基準
の判断区分

　①　　汚染要因の確認調査結果から当該土地環境項目に該当しないため、
　　　安全基準に適合している。
　②　　汚染の恐れを有するため地質検査により判断した結果、別添地質分析（濃
　　　度）結果証明書のとおり安全基準に適合する。

　□　　その他、臭気のある土壌その他
　　　土壌、水質に異変が認められる地域③ 　□　　汚染された土砂等で盛土、埋立て

　　　等を実施した地域 調査結果の記載方法

④ 　□　　震災等による壊滅的被害を受けた
　　　地域


